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2016年  5月18日 日本のGDP速報値と政策対応 景気実態は力強さを欠き、政策対応が望まれる 
2016年 5月11日 市場の注目を集める「G7」伊勢志摩サミット 

2016年5月23日 

（No.1,826） 
〈マーケットレポートNo.4,815〉 

■市場は、今回の財

務相会議で、財政

政策を巡る政策論

議に注目していまし

た。共同声明は公

表されていませんが、

各種報道によれば、

財政政策や金融政

策、構造改革などは

各国の状況に応じて

バランスよく用いる、と

いうこれまでの考え方

を踏襲する内容にと

どまった模様です。 

「G7財務相・中央銀行総裁会議」（日本） 
G7財務相・中央銀行総裁会議(以下、財務相会議)では、日本、米国、英国、ドイツ、フランス、イタリア、カ

ナダの7カ国の財務大臣及び中央銀行総裁に加え、ユーログループ議長、国際通貨基金(IMF)専務理事、

世界銀行総裁などが出席し、マクロ経済政策や国際通貨システム、新興国市場の政策課題等について議論

が行われました。 

■5月20-21日に仙台でG7財務相・中央銀行総裁会議が開催されました。今回の会合では、①世界経済

の近況と見通し、②資本フローなどの国際金融動向、③質の高いインフラ投資など持続的かつ包括的な開

発、④国際的な資金フローの健全性、について議論が行われました。仙台における議論が、G7伊勢志摩サ

ミットに向けた重要な一歩になると位置づけられました。 

G7伊勢志摩サミットに向けた重要な一歩 
世界経済、国際金融、持続可能な開発、国際的な資金フローが議題 

財政・金融政策のお墨付きが得られればマーケットにプラスの効果 

財政政策は各国事情で 

■財務相会議を踏まえると、26-27日のG7伊勢志

摩サミットで、財政出動への政策協調を得るのは

難しいかもしれません。日本政府が目指すことは、

経済の立て直しを行うために十分な規模の財 

   政政策とそれを前提とした金融政策を行うことの了

解を得ることと考えられます。G7伊勢志摩サミット

でお墨付きが得られれば、経済及びマーケットへの

プラス効果が期待されます。 

（出所）財務省ホームページ 

http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/japan/key160511jp.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/japan/news160518jp.html

